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トップメッセージ 代表取締役社長　佐藤 俊和

高い潜在成長力を有するMaaSの領域を中心に
独創性ある当社グループの経営資源を集中投入し、
新たな市場の開拓とさらなる成長を目指します。

　近年、世界規模でMaaS（Mobility as a Service）
と呼ばれる、バス、鉄道、タクシー、レンタカー
など、様々な交通機関の利用を一体化し、経路検
索から予約、決済までをシームレスに提供する新
しいサービスの動きが活発化しています。日本で
も浸透し始めているこの領域は、ICTを含めた
ジョルダンが長年にわたって乗換案内事業で蓄積
してきた知見とノウハウが十分に活かされると考
えています。

　このMaaSの領域へ本格参入すべく、2018年7
月には100％子会社「J MaaS株式会社」を設立
しました。2018年10月には、スマートフォンア
プリ「乗換案内」に「行き方案内」を統合しまし
た。「乗換案内」に地図と「徒歩ナビゲーション」
機能を搭載することで、“ドア・ツー・ドア”の
案内を実現するとともに、駅やバス停の周辺検索
など大幅な機能追加も行い、ユーザーの利便性向
上を図りました。また、同じく10月には、茨城県
日立市で行われた、将来の自動運転バスサービス
の提供を想定した一般市民向けの実証実験にも参
加し、専用のスマートフォンアプリの提供を行い
ました。今後は、実際の移動手段の提供拡充など、
MaaS領域での事業拡大へ向けて積極的に展開し、
将来の収益源に育てていきたいと考えています。
　MaaS以外の領域でも独創性を活かして市場を
開拓すべく、ハードウエア分野でも取り組みを開
始しています。2018年2月には、総合バス情報
車載ステーション（専用車載器）を用いたバスロ
ケーション・システムの実証実験を開始しました。
また、子会社のKiwi株式会社は、ハイレゾ音源を
デジタル音質のまま楽しめる次世代型オーディオ
プレイヤー「Kiwiプレイヤー」を2019年春に発
売する予定です。
　2019年9月期は、交通サービスの領域におけ
るMaaSの進展など、大きな市場環境の変化が予
想されます。こうした市場環境の中、乗換案内の
法人向け事業においてバスロケーション・システ
ムの販売を進めるとともに、旅行関連のてこ入れ
を実施する方針です。また、MaaS事業の早期収
益化や、Kiwiプレイヤーの発売に取り組むことで、
業績の見通しは売上高及び各利益段階において増
収増益を見込んでおります。
　2018年9月期の配当は、安定性を考慮し、1株
当たり13円といたしました。また2019年9月期
の配当は、連結配当性向20％を目標に、引き続
き1株当たり13円とさせていただく予定です。
　株主の皆様におかれましては、なお一層のご理
解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

モバイル、旅行関連が伸び悩む一方、
マルチメディア事業やその他の事業は
着実な成長を続けています。

　当期の連結売上高は、40億5百万円（前期比
6.6％減）となりました。サービス別に見ると、
乗換案内事業は有料会員数の漸減傾向が続くモバ
イルや海外旅行販売が低調であった旅行関連が伸
び悩みました。マルチメディア事業は売上規模こ
そ小さいものの、前期比で39.5％増と着実な伸
長を示しています。その他、受託ソフトウエア開
発等の事業では、案件の受注・納品が順調に推移
したこと等により、売上高は増加いたしました。
　利益面では、売上高の減少により連結営業利益
が前期比で30.0％減の3億20百万円となりまし
た。連結経常利益は、持分法による投資損失を
50百万円計上したことに加え、営業外収益も減
少したことから、前期比44.0％減の2億69百万円
となっています。親会社株主に帰属する当期純利
益は、法人税等の負担率が増加したことなどによ
り、前期比62.5％減の1億26百万円となりました。

乗換案内事業等で培った
独創的な知見・ノウハウを活かし、
MaaS領域など新たな市場の開拓を
積極展開していきます。



連結財務諸表ダイジェスト

連結貸借対照表� （単位：千円）

科 目 前連結会計年度
2017年9月30日

当連結会計年度
2018年9月30日

資産の部
　流動資産 4,392,862 4,365,906
　固定資産 1,184,616 1,193,973
　　有形固定資産 230,072 205,489
　　無形固定資産 118,633 119,298
　　投資その他の資産 835,911 869,186
　資産合計 5,577,479 5,559,880
負債の部
　流動負債 941,616 887,535
　固定負債 13,962 7,560
　負債合計 955,578 895,095
純資産の部
　純資産合計 4,621,900 4,664,784
　負債純資産合計 5,577,479 5,559,880

連結キャッシュ・フロー計算書� （単位：千円）

科 目
前連結会計年度
自 2016年10月1日
至 2017年9月30日

当連結会計年度
自 2017年10月1日
至 2018年9月30日

営業活動による
キャッシュ・フロー 412,669 288,431

投資活動による
キャッシュ・フロー △153,847 △160,904

財務活動による
キャッシュ・フロー △153,799 △66,645

現金及び現金同等物の
期末残高 3,405,844 3,471,211

連結損益計算書� （単位：千円）

科 目
前連結会計年度
自 2016年10月1日
至 2017年9月30日

当連結会計年度
自 2017年10月1日
至 2018年9月30日

売上高 4,288,313 4,005,648
売上原価 2,367,308 2,284,473
　売上総利益 1,921,004 1,721,174
返品調整引当金戻入額 6,947 10,524
返品調整引当金繰入額 10,524 6,226
　差引売上総利益 1,917,427 1,725,472
販売費及び一般管理費 1,459,266 1,404,751
　営業利益 458,161 320,721
営業外収益 25,959 11,030
営業外費用 3,034 62,527
　経常利益 481,086 269,224
特別利益 9,979 3,838
特別損失 948 10,495
　税金等調整前当期純利益 490,116 262,566
法人税等合計 154,290 134,989
　当期純利益 335,825 127,577
非支配株主に帰属する当期純利益又は
非支配株主に帰属する当期純損失（△） △1,013 1,266

　親会社株主に帰属する
　当期純利益 336,839 126,311
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売上高� （単位：百万円）

経常利益� （単位：百万円）

営業利益� （単位：百万円）

親会社株主に帰属する当期純利益� （単位：百万円）



当期のトピックス

　2018年3月27日よ
り、様々なシーンで使
える割引・特典情報
サービス「ジョルダン
クーポン」にて、優待
チケットを事前にサイ
ト内で購入し当日に利
用できる新機能「事前
購入チケット」の提供
を開始いたしました。
　「事前購入チケット」は、「ジョルダンクーポン」内で購入できる、会員限定の前
売りチケットです。無料クーポンよりもさらにお得な特典サービスを受けられるほ
か、ご利用当日は支払いが発生しないため、入場時などの手続きもスムーズに行っ
ていただくことが可能です。

　2017年12月1日よりAmazonが提供するクラウドベースの音声
サービス「Amazon Alexa」に対応するスキル「ジョルダンライブ!」
の提供を開始いたしました。音声で操作でき常にハンズフリーで利
用できるスマートスピーカー「Amazon Echo」に話しかけることで、
1時間以内に発生した列車の遅延や再開に関する、「ジョルダンライ
ブ!」に投稿された運行状況の情報を得ることが可能となりました。
　また、2018年7月26日より発売された「Amazon Echo Spot」
の画面表示にも対応し、運行状況の情報を、状態アイコンによっ
てもご確認いただけるようになりました。

　バス接近情報機能を配信するサーバー（J MaaS-RT）の構築を開
始し、その一環として国際興業株式会社商事部より提供されるバス
ロケーションデータを変換し、当社の公共交通事業者向けパッケージソリューション「MovEasy（ムーブ
イージー）」に、バス接近情報のリアルタイム配信機能を追加することを発表いたしました。

　当社グループは、「乗換案内」の周辺領域である位置や移動に関する各種事業への展開を進め、「移動に関する
No.1 ICT カンパニー」としての地位を確立していく方針です。今回その流れをさらに加速するため、「MaaS」の
事業展開を進めていく必要があるものと判断し、2018年7月にJ MaaS株式会社を設立いたしました。
　当社グループでは、「乗換案内」による様々な移動手段の情報提供を基盤に、既に一部公共交通機関のチケッ
ト販売や各種旅行商品の予約・販売等を行っておりますが、今後は実際の移動手段の提供をさらに進め、利便性
の向上と新たな収益源の獲得を目指してまいります。

　2018年5月31日より、無料の経路検索API「乗換案内
オープンAPI」の提供を開始いたしました。利用登録のみ
で無料にて使用可能な経路検索APIです。制作中のWEBサ
イトへ、鉄道・空路・高速バスを利用した経路検索を実装
できるようになるため、ホテル・施設・店舗などの公式サ
イトや、期間限定のイベント情報サイトなどのご案内機能
として、気軽に導入いただけます。

「ジョルダンクーポン」で新機能「事前購入チケット」の提供を開始

　全国の公共交通情報のデータ配信システムである「公共交通データHUBシステム」の提供を開始し、その
第一弾として、株式会社みちのりホールディングスのグループ傘下の交通事業会社8社の情報提供を行うこ
とを発表いたしました。

公共交通データHUBシステム（PTD-HS）の提供開始を発表

バス接近情報データをGTFS形式で配信、乗換案内で検索可能にすることを発表

J MaaS株式会社（連結子会社）を設立

無料の経路検索API「乗換案内オープンAPI」提供開始

　バスロケーション・システムの開発を行い、2018年2
月より、箱根登山バスにて実証実験を開始いたしました。
　これは、クラウドサーバーと総合バス情報車載ステー
ション（専用車載器）を用いたもので、当社が整備して
いる路線バスデータと、位置情報等のみを送信する形式
とすることで、低価格化・小型化を実現いたしました。
双方向通信により、端末の稼働監視やメンテナンスを効
率化、また、音声合成装置やサイネージと接続すれば、
Jアラート情報やルート案内の提供も可能です。

バスロケーション・システムの実証実験を開始

クラウドベースの音声サービス「Amazon Alexa」で
口コミ運行状況の提供を開始

　PC・スマホWEBサイト版インバ
ウンド向け乗換案内「Japan Transit 
Planner」にて、新たに2018年1月
22日よりフランス語・ロシア語・ド
イツ語・スペイン語・ポルトガル語
版、2018年6月5日よりアラビア語
版の提供をそれぞれ開始し、合計13
言語でのご利用が可能となりました。
　外国人旅行者に好評のJapan Rail 
Passなどを利用する場合に便利な

「のぞみ・みずほを利用しない経路」
の検索機能や、東京の地下鉄エリア
だけを検索する機能なども無料でご
利用いただけます。

インバウンド向け乗換案内「Japan Transit Planner」が
新たに6言語に対応



スマートフォン向けサービスのご紹介
「ジョルダン」
（スマートフォンサイト）
https://www.jorudan.co.jp/

iPhone版「乗換案内」「乗換案内Plus」
「行き方案内 - 乗換案内シリーズ」

iTunes Store及び、App Storeにて
App Store ＞ ナビゲーション ＞
「乗換案内」「乗換案内Plus」「行き方案内 - 乗換案内シリーズ」

Android版「乗換案内」「乗換案内Plus」
「行き方案内 - 乗換案内シリーズ」

Google Playにて
アプリ > 地図＆ナビ >
無料 > 「乗換案内」「行き方案内 - 乗換案内シリーズ」
有料 > 「乗換案内Plus」

無料

無料
90日間
840円
（税込）

無料
90日間
648円
（税込）

会社概要（2018年9月30日現在）

商　号 ジョルダン株式会社（Jorudan Co.,Ltd.）
本社所在地 〒160-0022 東京都新宿区新宿2-5-10
設　立 1979年12月
資本金 2億7,737万5,000円
従業員数 連結189名、単体147名

主要な子会社（2018年9月30日現在）

コンパスティービー株式会社
事業内容：広告代理業

ゼストプロ株式会社
事業内容：システム・ソフトウエアの設計・開発

イーツアー株式会社
事業内容：インターネットによる旅行商品の販売

株式会社悟空出版
事業内容：出版業

株式会社ジェイフロンティア
事業内容：システム・ソフトウエアの設計・開発

J MaaS株式会社
事業内容：ICTを活用した移動手段の手配・販売・提供サービス

若尓丹（上海）軟件開發有限公司
事業内容：ソフトウエア・コンテンツの企画・開発

杰昱（上海）信息技術有限公司
事業内容：インフラ事業・ハードウエア販売・ソフトウエア開発

Kiwi株式会社
事業内容：音声等に係る電子機器及びソフトウエアの開発・製造

株主メモ
● 事業年度 毎年10月1日から翌年9月30日まで
● 定時株主総会 毎年12月
● 基準日 毎年9月30日
● 配当金受領株主確定日 9月30日及び中間配当を実施する場合は3月31日
● 公告方法 電子公告により行います。ただし、電子公告によることができない事故その他のやむを

得ない事由が生じた場合には、日本経済新聞に掲載して行います。
公告掲載URL http://www.jorudan.co.jp/ir/

● 株主名簿管理人
　 特別口座 口座管理機関

三菱UFJ信託銀行株式会社

● 同連絡先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
東京都府中市日鋼町1－1　電話　0120－232－711（通話料無料）
郵送先　〒137－8081　新東京郵便局私書箱第29号
　　　　三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

株主優待のご案内
乗換案内PREMIUM（株主優待版）

対象になる株主様は？
・9月末と3月末に当社株式100株以上お持ちの方

いつ届くの？ いつから使えるの？
・12月末お届け（翌年1月1日～6月30日の間有効）
・6月末お届け（7月１日～12月31日の間有効）

どんな機能が使えるの？
・PCで無料版にはない多彩な経路検索
・ジパング検索・海外乗換案内（海外地下鉄・空路）
・スマートフォン向け有料サービスも利用可能

株式状況（2018年9月30日現在）

発行可能株式総数……………………………� 19,000,000株
発行済株式総数…………………………………�5,255,000株
株 主 数………………………………………………� 2,506名

所有者別株式分布状況（2018年9月30日現在）

総株式数　5,255,000株

外国法人等
588,000株

11.2%

その他法人
257,200株
4.9%

金融機関
15,600株

0.3%

金融商品取引業者
51,328株

1.0%

個人・その他
4,218,429株
80.2% 
自己株式
124,443株
2.4%


